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市 政 ル ポ 橿
か し は ら

原市

歴
史
・
文
化
と
人
が
つ
く
る
交
流
都
市
の
構
築

地
域
特
性
の
粋
を
集
め
た
未
来
の
ま
ち
づ
く
り

歴
史
の
重
要
な
転
換
点
に
あ
る 

橿
原
市
の
現
在
地

　

奈
良
盆
地
南
東
部
に
位
置
し
、
中
南
和
地
方
の
拠

点
都
市
と
し
て
の
存
在
感
を
発
揮
す
る
橿
原
市
は
、

平
成
28
年
に
市
制
60
周
年
を
迎
え
た
。

　

ま
た
、
こ
の
年
は「
神
武
天
皇
崩
御
２
６
０
０
年
」

と
い
う
重
要
な
節
目
の
年
で
も
あ
っ
た
。

　

神
武
天
皇
陵
の
所
在
地
に
は
古
来
、
諸
説
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
も
書
か
れ
た

「
神
武
東
征
」
後
に
、
神
武
天
皇
が
橿
原
宮
（
伝
・
神

武
天
皇
創
建
）で
初
代
天
皇
に
即
位（
紀
元
前
６
６
０

年
）
し
、
大
和
朝
廷
の
基
盤
を
つ
く
っ
た
と
の
故
事

に
ち
な
ん
で
、
江
戸
幕
府
が
現
在
地
の
陵り
ょ
う
ぼ墓
を
ま
ず

整
備
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
そ
の
事
業
を
明
治
政
府

が
継
承
し
、
明
治
20
年
代
か
ら
現
在
の
形
に
整
備
し

直
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
各
種
資
料
に
出
て

い
る（
山
川
出
版『
奈
良
県
の
歴
史
』他
）。
さ
ら
に
旧

橿
原
宮
の
再
現
と
も
い
え
る
、
神
武
天
皇
を
主
祭
神

と
す
る
橿
原
神
宮
が
、
地
元
有
志
の
運
動
を
受
け
る

形
で
、
明
治
天
皇
に
よ
り
明
治
23
年
に
創
建
さ
れ

た
。
橿
原
市
は
そ
の
結
果
、
日
本
国
の
は
じ
ま
り
の

地
と
し
て
、
改
め
て
国
民
的
な
認
識
を
得
る
よ
う
に

な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
平
成
28
年

は「
神
武
東
征
」の
出
発
点
と
さ
れ
る
宮
崎
市
と
、
到

達
点
の
橿
原
市
と
の
姉
妹
都
市
盟
約
50
周
年
の
節
目

と
も
重
な
っ
て
い
る
。

　
「
節
目
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
平
成
28
年
か
ら

29
年
に
か
け
て
の
時
期
は
橿
原
市
に
と
っ
て
、
過
去

の
歴
史
か
ら
の
つ
な
が
り
と
い
う
意
味
で
の
節
目
だ

け
で
な
く
、
現
在
か
ら
未
来
に
か
け
て
の
『
将
来
的

な
ま
ち
づ
く
り
』へ
の
節
目
と
も
重
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
こ
れ
か
ら
の
数
年
間
が
、
新

た
な
転
換
期
に
な
る
か
否
か
の
重
要
な
時
期
と
考
え

て
い
る
の
で
す
」

　

森
下
豊
・
橿
原
市
長
の
そ
の
言
葉
通
り
、
古
都
・

橿
原
市
で
は
現
在
、
歴
史
的
資
産
の
再
整
備
な
ど
と

併
せ
て
、
将
来
を
見
据
え
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

胎
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

平
成
26
年
に
内
閣
府
の
「
地
域

活
性
化
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
」
に
選
定
さ
れ
た
「
飛
鳥
シ

テ
ィ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の

構
想
が
、
そ
の
出
発
点
と
い
え
る
。

　
「
飛
鳥
シ
テ
ィ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
を
構
成
す
る
事
業

の
一
部
は
、
そ
の
後
、
地
域
再
生
計
画
（
平
成
27
年

３
月
認
定
）に
組
み
込
ま
れ
、『
橿
原
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略（
平
成
28
年
３
月
策
定
）』に

も
位
置
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
進
化
し
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
構
想
は
、
橿
原
市
の
地
域
資

森
もりした

下　豊
ゆたか

橿原市長
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源
・
地
域
特
性
と
も
い
う
べ
き『
交
通
・
医
療
・
観
光
』

な
ど
の
分
野
を
組
み
合
わ
せ
、
橿
原
市
と
奈
良
県
、

奈
良
県
立
医
科
大
学
、
さ
ら
に
は
隣
接
す
る
明
日
香

村
、
高
取
町
な
ど
と
も
広
く
連
携
し
な
が
ら
進
め
て

い
る
飛
鳥
地
方
全
体
に
わ
た
る
広
域
的
な
ま
ち
づ
く

り
構
想
で
す
」（
森
下
市
長
）

　

ち
な
み
に
冒
頭
の
中
南
和
地
方
と
は
、
律
令
国
家

時
代
の
大
和
国（
奈
良
盆
地
）中
央
部
か
ら
南
部
に
か

け
て
の
広
大
な
地
域
を
大
ま
か
に
指
し
て
い
る
。
ま

た
飛
鳥
地
方
と
は
飛
鳥
川
流
域
か
ら
大
和
三
山
周
辺

の
地
域
、
す
な
わ
ち
橿
原
市
・
明
日
香
村
・
高
取
町

と
そ
の
周
辺
を
指
す
。

　

さ
て
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
森
下
市
長
の
言
葉
に

も
あ
る
「
交
通
・
医
療
・
観
光
」
の
３
分
野
こ
そ
は
、

古
来
よ
り
続
く
橿
原
市
の
重
要
な
地
域
資
源
で
あ

り
、
地
域
特
性
で
も
あ
る
。

　

例
え
ば
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
近
鉄
・
大
阪
線
、
橿

原
線
、
南
大
阪
線
、
吉
野
線
に
加
え
、
Ｊ
Ｒ
桜
井
線

な
ど
が
縦
横
に
走
り
、
計
13
も
の
駅
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
幹
線
道
路
に
つ
い
て
も
南
阪
奈
道
路
、
京
奈

和
自
動
車
道
な
ど
の
整
備
に
よ
り
、
奈
良
や
大
阪
市

内
ま
で
約
40
分
、
京
都
・
和
歌
山
、
ま
た
大
阪
国
際

空
港
や
関
西
国
際
空
港
へ
も
約
60
分
で
結
ば
れ
、
ア

ク
セ
ス
が
良
好
で
あ
る
。

　

近
代
以
前
の
旧
街
道
網
に
お
い
て
も
、
奈
良・京
都・

大
阪
・
和
歌
山
、
さ
ら
に
は
伊
勢
と
も
ダ
イ
レ
ク
ト

に
つ
な
が
っ
て
い
た
橿
原
の
地
は
、
古
く
か
ら
交
通
の

要
衝
と
し
て
知
ら
れ
、
畿
内
地
方
の
物
流
シ
ス
テ
ム

の
結
節
点
、
周
辺
一
帯
の
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
現
代
に
お
い
て
そ
の
機

能
は
、
格
段
に
向
上
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
医
療
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
市
内
に
立
地
す

る
奈
良
県
立
医
科
大
学
が
重
要
な
役
割
を
担
う
が
、

飛
鳥
地
方
に
は
、
製
薬
事
業
と
そ
の
販
売
・
普
及
を

重
要
な
地
場
産
業
と
し
て
き
た
歴
史
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
過
去
の
歴
史
が
現
代
に
し
っ
か
り

春の神武祭（平成28年4月）

広大で静謐な橿原神宮の本殿

幸せの黄色いポストがある橿原神宮前駅（宮崎市との姉妹都市盟約50周年記念）
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継
承
さ
れ
、
将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と

し
て
機
能
し
続
け
て
い
る
こ
と
も
、
大
き
な
地
域
特

性
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「
交
通
・
医
療
・
観
光
」を 

基
盤
と
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

そ
れ
で
は
橿
原
市
で
複
合
的
に
進
む
主
な
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
、
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
橿
原
市
の
玄
関
口
・

近
鉄
大
和
八
木
駅
周
辺
に
お
け
る
「
中
南
和
地
方
の

拠
点
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
象
徴
す

る
複
合
施
設
の
建
設
事
業
で
あ
る
。

　

地
上
10
階
、
地
下
１
階
、
高
さ
45
ｍ
と
い
う
規
模

で
、
大
和
八
木
駅
南
側
の
市
有
地
を
活
用
し
て
建
設

中
の
こ
の
施
設
は
、
平
成
30
年
春
に
竣
工
予
定
と

な
っ
て
い
る
が
、「
日
本
初
の
画
期
的
な
複
合
施
設
」

に
な
る
予
定
だ
。

　
「
庁
舎
の
複
合
施
設
化
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
橿
原
市
の
新
分
庁
舎
は
全

国
の
市
役
所
で
初
め
て
、
ホ
テ
ル
と
複
合
す
る
の
で

す
（
※
ホ
テ
ル
は
５
階
〜
10
階
部
分
。
運
営
は
カ
ン

デ
オ
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）。
し

か
も
最
上
階
の
展
望
施
設
か
ら
は
、
万
葉
集
に
も
歌

わ
れ
た
名
勝
大
和
三
山
が
す
べ
て
見
渡
せ
ま
す
の

で
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
お
客
さ
ま
に
、
大
き
な
感

動
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
」（
森
下
市
長
）

　

ち
な
み
に
新
庁
舎
の
高
さ
を
45
ｍ
に
設
定
し
た
の

は
、「
東
大
寺
大
仏
殿
（
高
さ
47
ｍ
）
を
超
え
な
い
よ

う
配
慮
し
た
」（
森
下
市
長
）
と
の
こ
と
。
平
城
京
や

平
安
京
に
先
立
っ
て
、
日
本
史
上
初
め
て
条
坊
制
を

大和八木駅前の新分庁舎（上）と交流スペース（下）の完成予想パース

交通結節点である橿原市の中心、大和八木駅からは関空行きのバスも発着
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橿原市　市 政 ル ポ

（奈良県）

取
り
入
れ
た
都
城
・
藤
原
京
が
築
か
れ
た
ま
ち
、
大

宝
律
令
で
始
め
て
日
本
国
と
い
う
国
号
が
誕
生
し
た

ま
ち
、
こ
こ
橿
原
な
ら
で
は
の
奥
ゆ
か
し
い
配
慮
と

い
え
る
。
ま
た
大
和
八
木
駅
の
北
側
エ
リ
ア
で
も
、

今
後
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
展
開
し
て
い
く

構
想
が
あ
る
そ
う
だ
。

　

大
和
八
木
駅
と
と
も
に
も
う
一
つ
、
橿
原
市
の
玄

関
口
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
近
鉄
・
橿
原
線

と
南
大
阪
線
が
合
流
す
る
橿
原
神
宮
前
駅
だ
。
同
駅

周
辺
で
は
平
成
28
年
３
月
に
、
県
道
・
橿
原
神
宮
東

口
停
車
場
飛
鳥
線
が
開
通
し
、
明
日
香
村
方
面
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
向
上
し
た
。
さ
ら
に
、
翌
月
に

は
都
市
公
園
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
「
新
沢
千

塚
古
墳
群
公
園
（
４
〜
７
世
紀
に
造
成
さ
れ
た
約

６
０
０
基
も
の
古
墳
が
あ
る
区
域
）」
に
、「
シ
ル
ク

の
杜も
り（
健
康
増
進
施
設
）」や「
新
沢
千
塚
ふ
れ
あ
い
の

里
（
集
客
・
物
販
施
設
）」
も
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。

今
後
は
、
飛
鳥
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

駅
前
空
間
の
創
出
も
望
ま
れ
る
。

　
「
交
通
・
観
光
」と
並
ぶ
橿
原
市
の
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
盤
で
あ
る
「
医
学
を
基
礎
と
す
る
ま
ち
づ

く
り
」
は
、
も
と
も
と
市
内
に
立
地
し
て
い
る
奈
良

県
立
医
科
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
別
の
場
所
に
移
転

す
る
構
想
の
推
進
と
と
も
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
画
期

的
な
構
想
で
あ
る
。
こ
の
構
想
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
に
、
奈
良
県
と
橿
原
市
は
平
成
27
年
に
「
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
包
括
協
定
」を
締
結
し
て

い
る
。

　
「
奈
良
県
立
医
科
大
学
の
敷
地
の
中
に

は
医
科
大
学
の
校
舎
だ
け
で
な
く
、
各

種
研
究
施
設
と
と
も
に
、
特
定
機
能
病

院
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
奈
良
県
立
医

科
大
学
附
属
病
院
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

新
キ
ャ
ン
パ
ス
が
出
来
上
が
れ
ば
、
主

要
な
研
究
施
設
も
そ
ち
ら
に
移
転
す
る

予
定
で
す
が
、
旧
キ
ャ
ン
パ
ス
の
跡
地

も
活
用
し
、
病
院
機
能
を
強
化
す
る
予

定
と
聞
い
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
医
療

を
基
盤
に
し
た
地
域
貢
献
に
も
力
を
入

れ
る
予
定
で
、
橿
原
市
で
は
そ
の
ま
ち

づ
く
り
の
部
分
に
お
い
て
、
連
携
を
強

化
し
て
い
く
予
定
で
す
」（
森
下
市
長
）

　

実
際
、
県
立
医
科
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
移
転
に
つ
い
て
は
、
既
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
計
画
が
立
案
さ
れ
、
あ
る
い
は
既
に
着
手
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
現
在
の
県
立
医
科
大
学
の
最
寄

り
駅
で
あ
る
八
木
西
口
駅
と
畝う
ね
び
ご
り
ょ
う
ま
え

傍
御
陵
前
駅
の
間
に

は
、
新
駅
を
建
設
す
る
構
想
が
あ
る
。
ま
た
周
辺
の

道
路
整
備
や
街
並
み
整
備
、
健
康
増
進
施
設
の
建
設

や
医
療
関
連
の
企
業
誘
致（
雇
用
の
創
出
）な
ど
に
つ

い
て
も
、
そ
の
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、「
医
学
を
基
礎
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
関
連
事
業
は
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
前

述
の「
地
域
再
生
計
画
」や「
橿
原
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」と
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

汎
用
性
の
高
い 

「
ま
ち
な
か
健
康
拠
点
」の
取
り
組
み

　
「
医
学
を
基
礎
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
」構
想
で
想
定

さ
れ
て
い
る
事
業
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら

れ
る
。（
奈
良
県
立
医
科
大
学
公
式
サ
イ
ト
『
医
学
を

基
礎
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
』事
業
概
要
よ
り
抜
粋
）

　
［
事
業
計
画
①
医
大
周
辺
地
域
に
お
け
る
高
齢
者

の
外
出
行
動
、
健
康
、
都
市
空
間
の
相
関
に
関
す
る

研
究
／
②
橿
原
市
と
の
連
携
に
よ
る
ま
ち
な
か
健
康

拠
点
・
ラ
ボ
の
整
備
／
③
気
象
情
報
、
ビ
ー
コ
ン
、

自
販
機
セ
ン
サ
ー
等
に
よ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
宅
外
機
械
見
守

り
シ
ス
テ
ム
の
実
証
と
実
用
化
／
④
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
、
音
・
湿
・
照
度
セ
ン
サ
ー
、
身
体
表
面
検
知

シ
ス
テ
ム
、
バ
イ
タ
ル
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
宅
内
機
械

見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
実
証
と
実
用
化
／
⑤
医
療
介
護

専
門
職
や
宅
配
業
者
、
成
年
後
見
人
ら
多
職
種
連
携

橿原市は奈良県と「まちづくりに関する包括協定」を締結
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に
よ
る
人
の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
構
築
と
実

用
化
／
⑥
地
域
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
と
連
携

し
、
Ｍ
Ｂ
Ｔ
の
み
な
ら
ず
、
奈
良
医
大
全
体
の
広
報

活
動
と
し
て
の「
お
し
え
て
！ 

奈
良
医
大
」の
実
践
］

こ
れ
ら
の
事
業
は
ま
ず
、
医
科
大
学
に
も
近
接
す
る

「
今
井
町（
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）」を
中

心
に
実
施
さ
れ
て
い
く
予
定
だ
。

　
「
対
象
エ
リ
ア
内
の
高
齢
者
を
中
心
に
、
医
療
機

関
や
介
護
施
設
と
の
関
係
、
ま
た
、
家
族
の
役
割

を
補
完
す
る
よ
う
な
、
新
し
い
共
助
の
シ
ス
テ
ム

を
つ
く
ろ
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
さ
ら
に
医

療
・
介
護
・
生
活
支
援
な
ど
の
有
機
的
な
組
み
合

わ
せ
を
図
り
、
そ
の
相
乗
効
果
に
よ
る
『
健
や
か
な

ま
ち
』の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
今
井
町
は
、

医
科
大
学
と
も
近
く
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
地

域
な
の
で
、
取
り
組
み
の
効
果
は
よ
り
一
層
大
き

く
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空
き

家
対
策
と
し
て
も
、
ま
ち
な
か
ラ
ボ
（
大
学
の
サ
テ

ラ
イ
ト
施
設
等
）
を
設
け
た
り
、
ま
ち
な
か
健
康
拠

点
（
病
院
の
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
等
）
を
設
け
た
り
す

る
こ
と
は
有
効
で
あ
り
、
医
療
を
提
供
す
る
側
に

も
受
け
る
側
に
も
、
非
常
に
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
」（
森
下
市
長
）

　

空
き
家
対
策
と
し
て
は
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
の
設
置
も
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
地
区

の
特
色
を
生
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
と
い
え
る
。

伝
統
的
な
町
並
み
や
地
域
の
歴
史
に
惹
か
れ
て
外
部

か
ら
訪
れ
る
人
々
と
、
地
域
住
民
と
の
交
流
が
生
ま

れ
れ
ば
、
新
た
な
地
域
活
性
化
の
種
も
自
然
発
生
す

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ま
ち
な
か
見
守
り
拠
点

の
存
在
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
例
え
ば
県
立
医
科
大

学
附
属
病
院
で
の
急
性
期
医
療（
入
院
）が
終
わ
っ
て

回
復
期
、
療
養
期
に
入
っ
た
市
民
（
特
に
高
齢
者
）

が
、
在
宅
医
療
に
転
じ
る
際
な
ど
の
医
療
的
ケ
ア

や
、
日
常
的
な
健
康
推
進
指
導
な
ど
を
中
心
と
し
た

活
動
が
行
わ
れ
る
と
い
う
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
を
持
っ

た
方
々
の
在
宅
医
療
は
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
確
立
が

非
常
に
難
し
く
、
そ
の
対
策
が
全
国
的
な
課
題
に

な
っ
て
い
る
。
だ
が
県
立
医
科
大
学
の
関
与
に
よ

る
、
高
齢
化
の
進
む
エ
リ
ア
で
の
面
的
な
試
み
と

し
て
、
こ
の
ま
ち
な
か
見
守
り
拠
点
の
シ
ス
テ
ム

500軒もの伝統的建造物が並ぶ今井町
史上初の幹線街道の交差点（八木町）

大和三山の一つ耳成山を望む地にある藤原京跡
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（奈良県）

が
軌
道
に
乗
れ
ば
、
市
域
全
体
へ
の
展
開
は
も
ち

ろ
ん
、
全
国
に
向
け
た
医
療
・
介
護
モ
デ
ル
の
新

た
な
発
信
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
面
白
い
取
り
組

み
に
成
長
す
る
だ
ろ
う
。

地
域
特
性
の
粋
を
集
め
た 

観
光
振
興
へ
の
試
み

　

市
内
に
は
、
学
術
的
に
も
非
常
に
貴
重
な
古
墳
群

や
日
本
初
の
条
坊
制
を
取
り
入
れ
た
都
城
・
藤
原
京

跡
が
あ
る
。
全
国
94
市
町
村
の
１
１
４
地
区
が
指
定

さ
れ
て
い
る
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
中

で
も
、
歴
史
的
な
町
並
み
が
面
的
に
保
存
（
約

５
０
０
軒
が
伝
統
的
建
造
物
）
さ
れ
「
奇
跡
の
ま
ち
」

と
も
称
さ
れ
る
今
井
町
や
、
３
０
０
軒
も
の
伝
統
的

な
町
家
が
残
り
、
古
代
か
ら
の
交
通
の
要
衝
ぶ
り
を

如
実
に
物
語
る「
史
上
初
の
幹
線
街
道（
伊
勢
に
通
じ

る
横
大
路
と
吉
野
・
紀
伊
方
面
に
通
じ
る
下
ツ
道
）

の
交
差
点
」
と
さ
れ
る
八
木
札
の
辻
が
現
存
す
る
八

木
町
が
あ
る
。
ま
た
日
本
の
最
古
の
薬
師
信
仰
の
寺

院
と
さ
れ
る
本
薬
師
寺
跡
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
資
産
に
恵
ま
れ
た
環
境
を
背

景
に
、
平
成
18
年
以
降
、
橿
原
市
で
は
奈
良
県
や
桜

井
市
、
明
日
香
村
と
も
連
携
し
て
世
界
文
化
遺
産

（
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
と
そ
の
関
連
資
産
群
）の
登
録

に
向
け
た
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た

奈
良
県
と
飛
鳥
地
方
の
３
つ
の
市
町
村
が
連
携
し
、

「
日
本
国
創
成
の
と
き
〜
飛
鳥
を
翔か
け

た
女
性
た
ち（
推

古
・
皇
極
・
斉
明
・
持
統
な
ど
の
女
帝
た
ち
が
日
本

の
礎
を
築
い
た
と
い
う
史
実
に
基
づ
く
、
新
た
な
観

点
か
ら
の
古
代
飛
鳥
地
方
の
物
語
）」と
い
う
テ
ー
マ

で
、
平
成
27
年
に
は
日
本
遺
産
の
第
１
号
認
定
も
受

け
た
。

　
「
こ
の
よ
う
に
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
・
地
域
特
性

と
、
進
化
し
た
現
代
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
強
み

を
生
か
し
、
今
後
は
大
阪
・
京
都
・
神
戸
へ
の
中
継

点
と
し
て
も
機
能
す
る〈
観
光
ハ
ブ
都
市
〉を
目
指
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
森
下
市
長
は
、
さ
ら
に
「
新
し
い
形
の

医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
も
意
欲
を
見
せ
る
。
奈
良
県

立
医
科
大
学
と
の
連
携
で
構
築
さ
れ
る
高
度
な
ま
ち

な
か
医
療
環
境
（
ま
ち
な
か
健
康
拠
点
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
）
が
実
現
す
れ
ば
、
県

立
医
科
大
学
附
属
病
院
で
の
受
診
や
治
療
を
主
目
的

と
し
な
が
ら
も
、
今
井
町
や
八
木
町
な
ど
に
残
る
伝

統
的
町
家
で
の
癒
や
し
ツ
ア
ー
、
世
界
文
化
遺
産
候

補
や
日
本
遺
産
に
ま
つ
わ
る
地
で
の
古
代
史
ツ
ア
ー

と
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
期
待

で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
大
和
八
木
駅
前
に
建
設
中
の
ホ
テ
ル
の

最
上
階
か
ら
、
眼
下
に
広
が
る
町
並
み
や
大
和
三
山

を
見
わ
た
せ
る
よ
う
な
機
能
や
ア
イ
テ
ム
が
加
わ
れ

ば
、
人
気
沸
騰
は
間
違
い
な
い
。

　

予
断
す
る
に
は
早
い
が
、
医
師
で
も
あ
る
森
下
市

長
な
ら
で
は
の
、
橿
原
市
の
地
域
特
性
の
粋
を
集
め

た
よ
う
な
、
卓
越
し
た
ア
イ
デ
ア
が
き
っ
と
生
ま
れ

る
に
違
い
な
い
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

平
成
29
年
２
月
27
日
）

町家の改修の様子（今井町）

町家を改修して利用している「今井放課後児童
クラブ」（今井町）
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